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　 市 の 人 口 と 世 帯　　80,642 人 ( 前 月 比 ▲ 76) 男 40,054 人　 女 40,588 人　29,191 世 帯 6 月 1 日 現 在

提供：石岡まちづくりアカデミーⅢ

● 平成 22年度「オアシス運動」
　 作文・標語を募集します　　　　　　　　　　　P7

● つくばねオートキャンプ場
　 指定管理者を募集　　　　　　　　　　　　　 P20

● 今年の夏休みも
　 親子教室・体験教室・ふれあい講座で楽しもう　P2

● 地デジ完全移行まであと１年です　　　　　　　P4

● 非自発的失業者の国民健康保険税を軽減　　　　P5

　イチゴ栽培で有名な辻地内から望
む朝日峠は、すっかり夏の装いとな
りました。
　現在、平成 24年度の供用開始に
向け、峠を貫くトンネル工事が進め
られています。　

朝日峠を望む



◆
申
込
期
間　

　

７
月
10
日
（
土
）
〜
18
日
（
日
）

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

◆
申
込
方
法　

　

そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
を
開
設
す
る
「
公
民
館
」
に
、本
人
・

　

家
族
が
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◆
参
加
対
象

　

各
教
室
と
も
小
学
生
と
そ
の
親
で
す
。

◆
注
意
事
項　

　

・
12
日
（
月
）
は
各
公
民
館
と
も
休
館
日
で
す
。

　

・
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込
み
は
で

　
　

き
ま
せ
ん
。

　

・
参
加
費
は
、
教
室
開
催
当
日
に
徴
収
し
ま
す
。

　
　
　
　公
民
館

親
子
教
室

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

　

　
　
　旭
台
会
館

　ふ
れ
あ
い
講
座

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

夏
休
み
体
験
教
室

公
民
館

夏
休
み
親
子
教
室

教
室
名
・
内
容

開
催
日
時

活
動
場
所

定
員

材
料
費
・
教
材
費
な
ど

申
込
先

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

お
い
し
い
パ
ン
と
デ
ザ
ー
ト
を
作
り
試
食
し
ま

　

す
。

８
月
１
日
（
日
）　　

午
前
９
時
30
分
〜　

　
　
　
　

午
後
１
時

中
央
公
民
館

12
組

材
料
費

　

一
人　
　
　

５
０
０
円

持
参
品

　

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

各地区公民館の窓口で、直接申し込みください。

中
央
公
民
館

柿
岡
５
６
８
０
-１

☎
４
３
・
６
２
６
２

親
子
ア
ウ
ト
ド
ア
教
室

　

ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ム
や
紙
飛
行
機
作

　

り
で
遊
ぼ
う
。
昼
食
は
、
ピ
ザ
と
デ
ザ
ー
ト
を

　

作
り
ま
す
。

８
月
22
日
（
日
）　　

午
前
９
時
30
分
〜　

　
　
　
　

午
後
３
時

つ
く
ば
ね

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

15
組

参
加
費

　

大
人　
　

１
０
０
０
円

　

小
学
生　
　

９
０
０
円

持
参
品

　エ
プ
ロ
ン
、
三　

　

角
巾
、
帽
子
、
タ
オ
ル

親
子
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
教
室

　

ガ
ラ
ス
に
特
殊
な
フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ
て
写
真
立

　

て
を
作
ろ
う
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
雰
囲
気
を

　

楽
し
め
ま
す
。

８
月
７
日
（
土
）　　

午
前
９
時
30
分
〜　

　
　
　
　

11
時
30
分

府
中
地
区
公
民
館

15
組

材
料
費
な
ど

　

親
子
一
組 

１
３
０
０
円

持
参
品

　

は
さ
み
、油
性
ペ
ン
、カ
ッ

　

タ
ー
ナ
イ
フ
、
筆
記
用
具

府
中
地
区
公
民
館

府
中
５
-５
-17

☎
２
４
・
１
５
３
０

親
子
社
会
科
教
室

　

海
と
船
の
文
化
を
体
験
し
な
が
ら
学
習
し
よ
う
。

８
月
７
日
（
土
）　　

午
前
８
時
〜　
　
　

　
　
　
　

午
後
５
時

船
の
科
学
館

　

東
京
都
品
川
区
台
場

35
名

参
加
費
（
昼
食
持
参
）

　

大
人　
　

１
０
２
０
円

　

小
学
生　
　

８
２
０
円

　
（
入
館
料
、
高
速
道
料
、

　

写
真
代
他
）

東
地
区
公
民
館

東
石
岡
４
-６
-24

☎
２
６
・
６
５
０
３

親
子
社
会
科
教
室

　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
見
学
と
水
上
ク
ル
ー
ズ

８
月
８
日
（
日
）　　

午
前
８
時
〜　
　
　

　
　
　
　

午
後
５
時

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

東
京
タ
ワ
ー

昭
和
館

30
名

参
加
費
（
昼
食
持
参
）

　

大
人　
　

２
３
０
０
円

　

小
学
生　

１
２
０
０
円

　
（
乗
船
料
、
入
場
料
他
）

城
南
地
区
公
民
館

三
村
７
１
０
９

☎
２
６
・
３
３
４
１

親
子
社
会
科
教
室

　

見
て
・
遊
ん
で･

体
験
し
て･

学
ぶ
、
鉄
道
博

　

物
館
へ
行
こ
う
。

７
月
31
日
（
土
）　　

午
前
７
時
30
分
〜　

　
　
　
　

午
後
５
時

鉄
道
博
物
館

　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

30
名

参
加
費
（
昼
食
持
参
）

　

大
人　
　

１
４
０
０
円

　

小
学
生　

１
０
０
０
円

　
（
入
館
料
、
高
速
道
料
、

　

写
真
代
他
）

国
府
地
区
公
民
館

国
府
５
-７
-１

☎
２
２
・
２
９
４
０

定
員
定
員

材
料
費
・
教
材
費
な
ど

申
込
先

公
民
館

公
民
館

公
民
館

親
子
教
室

親
子
教
室

親
子
教
室

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

　

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

　

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

　

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

　

　
　
　旭
台
会
館

　

　
　
　旭
台
会
館

　

　
　
　旭
台
会
館

　

　
　
　旭
台
会
館

　
ふ
れ
あ
い
講
座

ふ
れ
あ
い
講
座

ふ
れ
あ
い
講
座

今
年
の
夏
休
み
も

　
　
　
　で
楽
し
も
う

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

お
い
し
い
パ
ン
と
デ
ザ
ー
ト
を
作
り
試
食
し
ま

　

す
。

　今
年
の
夏
休
み
も
「
公
民
館
、

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
、
旭
台
会
館
」

で
、
い
ろ
い
ろ
な
教
室
や
講
座

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
親
子
や
、

友
達
と
参
加
し
て
夏
休
み
の
楽

し
い
思
い
出
を
つ
く
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

広報いしおか　№１１４　２



旭
台
会
館

夏
休
み
ふ
れ
あ
い
講
座

◆
申
込
方
法　

　

電
話
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
受
付
中
で
す
。

　

※
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◆
開
園
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

◆
入
園
料　
（
券
売
は
、
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

　

個
人　

大
人　

７
４
０
円　

小
人　

３
７
０
円

　

団
体　

大
人　

６
０
０
円　

小
人　

３
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク　

☎ 

４
２
・
４
１
１
１　

　
　

 http://fl ow
erpark.or.jp/

HP
◆
申
込
期
間　

 

　

７
月
６
日
（
火
）
〜
17
日
（
土
） 

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

◆
申
込
方
法　

　

直
接
・
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

◆
注
意
事
項　

　

・
12
日
（
月
）
は
休
館
日
で
す
。

　

・
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　

・
申
し
込
み
少
数
の
場
合
は
、
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り　

　
　

ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

旭
台
会
館　

☎ 

２
６
・
１
３
６
６　

℻   

２
６
・
１
７
８
０

　
　

 asahidai@sm
ile.ocn.ne.jp

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

夏
休
み
体
験
教
室

体
験
教
室
は
無
料
で
す
が
、入
園
料
が
必
要
で
す
。

教
室
名

開
催
日
時

講
師

対
象
・
定
員

持
参
品

そ
の
他

親
子
昆
虫
観
察
教
室

　

園
内
の
森
を
昆
虫
博
士
と
歩
い
て
い
ろ
い
ろ
な
虫
た

　

ち
を
捕
ま
え
て
調
べ
て
み
よ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止

７
月
25
日
（
日
）　　

午
前
９
時
〜　
　
　

　
　
　

11
時
30
分

茨
城
県
環
境　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　

廣
瀬　

誠 

親
子
15
組

虫
か
ご
、
網
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
、
筆
記
用
具
、

あ
れ
ば
昆
虫
の
本

服
装

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
靴

親
子
ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
教
室

　

ま
ゆ
玉
を
使
っ
て
と
っ
て
も
か
わ
い
い
小
物
を
作
り

　

ま
す
。

８
月
１
日
（
日
）　　

１
回
目　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

２
回
目　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

か
す
み
が
う
ら

ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト

　
　
　

研
究
会

各
回　
　
　

親
子
15
組

な
し

－

親
子
で
昆
虫
標
本
作
り
教
室

　

蝶
博
士
と
一
緒
に
、
園
内
の
森
で
昆
虫
を
捕
ま
え
て

　

自
分
で
標
本
を
作
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止

８
月
８
日
（
日
）　　

１
回
目　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜　
　

２
回
目　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

蝶
博
士　
　
　

　

平
林　

英
男

各
回　
　
　

親
子
15
組

虫
か
ご
、
網

服
装

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
靴

材
料
費　

３
０
０
円

（
標
本
台
、
ピ
ン
他
）

講
座
名

開
催
日
時

講
師

対
象
・
定
員

教
材
費

思
い
出
を
残
そ
う

「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
」
講
座

　

〜
世
界
に
一
つ
〜
心
に
残
る
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ア
ル
バ

　

ム
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
」
で
思
い
出
を
素
敵

　

に
残
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

８
月
６
日
（
金
）　　

８
月
20
日
（
金
）　　

  

午
前
10
時
〜
正
午

小
島　

哉
子

殿
塚       

麗 

親
子
20
組

１
０
０
０
円

子
ど
も
「
習
字
」
講
座

　

夏
休
み
の
宿
題
を
楽
し
く
書
き
ま
し
ょ
う
。
学
校
に

　

提
出
す
る
作
品
を
仕
上
げ
ま
す
。

８
月
３
日
（
火
）　　

８
月
10
日
（
火
）　　

８
月
17
日
（
火
）　　

８
月
24
日
（
火
）　　

  

午
後
３
時
〜
５
時

石
川　
　

淳

小
学
生
10
名

無
料

楽
し
く
学
べ
る

「
キ
ッ
ズ
英
会
話
」
講
座

　

小
学
生
の
歌
や
遊
び
の
中
か
ら
身
近
な
英
会
話
を
学

　

習
し
ま
す
。

８
月
５
日
（
木
）　　

８
月
12
日
（
木
）　　

８
月
19
日
（
木
）　　

８
月
26
日
（
木
）　　

  
午
前
10
時
〜
正
午

澤
田
布
美
子

年
長
〜　
　
　

      

小
学
生
３
年
生

　
　
　
　

10
名

無
料

子
ど
も
「
ア
ト
リ
エ
」
講
座

　

自
由
な
感
性
で
「
描
く
」「
創
る
」
楽
し
み
を
感
じ
な

　

が
ら
の
び
の
び
絵
を
描
き
、
夏
休
み
の
宿
題
作
り
を

　

し
よ
う
！

８
月
20
日
（
金
）　　

８
月
27
日
（
金
）　　

  

午
前
10
時
〜
正
午

成
嶋　

英
生

小
学
生
10
名

無
料

８
月
15
日
（
日
）　

ち
び
っ
子
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

無
料
無
料
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地
デ
ジ
を
見
る
に
は

　

一
戸
建
て
住
宅
の
人
、
集
合
住
宅

の
人
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
人
で
は

確
認
方
法
が
異
な
り
ま
す
。
よ
く
わ

か
ら
な
い
場
合
は
、
一
戸
建
て
の
人

は
電
気
店
な
ど
に
、
集
合
住
宅
の
人

は
管
理
者
に
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

人
は
事
業
者
に
相
談
く
だ
さ
い
。

■
地
デ
ジ
電
話
受
信
相
談

デ
ジ
サ
ポ
茨
城

☎
０
２
９
・
３
０
７
・
０
１
０
１

（
平
日
は
午
前
９
時
か
ら
午
後

９
時
ま
で
、
土
・
日
・
祝
日
は

午
後
６
時
ま
で
）

■
助
成
金
の
問
い
合
わ
せ

デ
ジ
サ
ポ
助
成
金
相
談
窓
口

☎
０
５
７
０
・
０
９
３
・
７
２
４

Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
か
ら
は

☎
０
３
・
５
６
２
３
・
３
１
２
１

（
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

６
時
ま
で
）

　

http://digisuppo.jp/

　
　

16
：
９
番
組
の
増
加

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
画
面
は
横
縦
の

比
率
が
４
：
３
で
す
が
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
の
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
番
組
は

そ
の
比
率
が
16
：
９
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
比
率
の
違
い
か
ら
ア
ナ
ロ
グ
画

面
で
は
上
下
に
黒
い
帯
が
出
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
番
組
が
16
：

９
番
組
で
す
。

　

２
０
１
１
年
７
月
ま
で
に
円
滑
に

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
し
て
も

ら
う
た
め
、
今
年
の
７
月
以
降
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
、
民
放
を
問
わ
ず
、
ア
ナ
ロ
グ

放
送
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
番
組
を

16
：
９
の
放
送
に
し
、
ア
ナ
ロ
グ
画

面
上
下
の
黒
い
帯
の
部
分
を
利
用
し

て
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
お
知
ら
せ
な
ど

の
字
幕
を
表
示
す
る
計
画
で
す
。

　
　

助
成
制
度

　

地
デ
ジ
化
の
費
用
は
、
地
上
ア
ナ

ロ
グ
放
送
と
同
様
に
視
聴
者
が
自
己

負
担
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
が
、
限

ら
れ
た
期
間
の
中
で
完
全
デ
ジ
タ
ル

化
を
実
現
す
る
た
め
、
例
外
的
に
国

が
支
援
を
行
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
受
信
障
害
対
策
共
聴
施
設

　

当
事
者
間
協
議
を
強
力
に
促
進
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
が
例

外
的
に
受
信
調
査
や
施
設
改
修
経
費

な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
工
事
未
着
手
施
設
の
み
対
象

受
付
期
間　

７
月
30
日
（
金
）
ま
で

②
集
合
住
宅
共
聴
施
設

　

デ
ジ
タ
ル
化
経
費
が
高
額
に
な
る

集
合
住
宅
共
聴
施
設
の
改
修
に
対
し

て
、
国
が
例
外
的
に
改
修
経
費
な
ど

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
工
事
未
着
手
施
設
の
み
対
象

受
付
期
間　

８
月
31
日
（
火
）
ま
で

地デジ完全移行まで
あと1年です！

　

２
０
１
１
年
７
月
24
日
の
地
デ
ジ
完
全

移
行
に
向
け
て
、
地
デ
ジ
に
関
す
る
情
報

を
連
載
し
て
い
ま
す
。

　

連
載
第
３
回
目
は
、「
地
デ
ジ
を
見
る

に
は
」
と
、
７
月
か
ら
の
「
16
：
９
番
組

の
増
加
」、
国
の
「
助
成
制
度
」
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

シリーズ③

HP
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●
対
象
者

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

①
石
岡
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
お

よ
び
予
定
者

②
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
失
業

し
た
人

③
失
業
時
点
で
65
歳
未
満
の
人

④
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
持
っ

て
い
て「
特
定
受
給
資
格
者
」か
、「
特

定
理
由
離
職
者
」
に
該
当
す
る
人

「
特
定
受
給
資
格
者
」

　

離
職
理
由
コ
ー
ド

　

11
・
12
・
21
・
22
・
31
・
32

「
特
定
理
由
離
職
者
」

　

離
職
理
由
コ
ー
ド

　

23
・
33
・
34

国
民
健
康
保
険
税
を
軽
減

●
軽
減
内
容

　

保
険
税
の
所
得
割
を
算
定
す
る

際
、
失
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
そ
の

翌
年
度
末
ま
で
の
間
、
非
自
発
的
失

業
者
（
本
人
の
み
）
の
前
年
の
給
与

所
得
を
１
０
０
分
の
30
と
し
て
算
定

し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
21
年
３
月
31
日
か

ら
平
成
22
年
３
月
30
日
ま
で
に
失
業

し
た
人
は
、
平
成
22
年
度
末
ま
で
の

期
間
が
対
象
で
す
。

●
軽
減
期
間

離 

職 

日

保
険
税
の
軽
減
期
間

　
　
　
　
　
（
年
度
）

 

高
額
療
養
費
な
ど
の

　
　
　
　
　

 
適
用
期
間

平
成
21
年
３
月
31
日
〜

　
　

 

平
成
22
年
３
月
30
日

  

平
成
23
年
３
月
末
ま
で

　
　

  　
　
（
平
成
22
年
度
）   

平
成
23
年
７
月
末
ま
で

平
成
22
年
３
月
31
日
〜

　
　

 

平
成
23
年
３
月
30
日

  

平
成
24
年
３
月
末
ま
で

　

 　

 （
平
成
22
〜
23
年
度
）   

平
成
24
年
７
月
末
ま
で

※
軽
減
期
間
中
に
、
国
保
の
資
格
を
喪
失
（
社
会
保
険
な
ど
へ
の
加
入
）
し
た
場
合
、

軽
減
措
置
は
終
了
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
、
倒
産
や
解
雇
な
ど
の
理
由
で
離
職

（
非
自
発
的
失
業
）
し
た
人
の
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
非
自
発
的
失
業
者
の
保
険
料
を
、
在
職
中
と
同

程
度
の
負
担
に
な
る
よ
う
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
高
額
療
養
費
な
ど
の
所
得

区
分
判
定
に
つ
い
て
も
、
非
自
発
的

失
業
者
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の

30
と
し
て
算
定
し
ま
す
。

●
申
請
方
法

　

市
役
所 

保
険
年
金
課
ま
た
は
八

郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課
で
「
非

自
発
的
失
業
に
係
る
申
告
書
」
を
提

出
く
だ
さ
い
。

●
持
参
す
る
も
の

①
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

②
認
め
印

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
紛
失

す
る
と
申
請
で
き
な
い
の
で
、
注
意

く
だ
さ
い
。 ●

問
い
合
わ
せ

　

保
険
年
金
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
（
内
線
１
３
１
）

非
自
発
的
失
業
者
の

（

）

（

）

　

県
で
は
、
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
を
住
民
に
指
導

す
る
「
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
指

導
士
」
の
養
成
講

習
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
リ
ハ

ビ
リ
体
操
は
、
介

護
予
防
の
た
め
の

体
操
で
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
ひ
と
り
で
も
、
ど

ん
な
姿
勢
で
も
で
き
、
ど
の
筋
肉
を

使
い
、
ど
の
関
節
を
ど
の
よ
う
に
動

か
す
か
が
明
確
に
わ
か
る
運
動
で
す
。

★
開
催
期
間　

９
月
〜
12
月

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
45
分

★
講
習
日
数　

８
日
間
（
各
コ
ー
ス

が
あ
り
、
約
１
か
月
間
で
修
了
し
ま
す
）

★
場
所　

茨
城
県
健
康
プ
ラ
ザ

★
応
募
資
格　

・
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で
満
60

歳
以
上
の
人
（
50
歳
代
の
人
も
申
し

込
み
で
き
ま
す
が
、
60
歳
以
上
の
人

が
優
先
に
な
り
ま
す
）

・
県
民
の
人

・
常
勤
の
職
に
就
い
て
い
な
い
人

・
認
定
後
に
地
域
活
動
が
で
き
る
人

・
全
日
程
に
参
加
で
き
る
人

★
費
用　

無
料
（
交
通
費
、
昼
食
代

な
ど
は
個
人
負
担
で
す
）

★
申
込
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、
生
年
月
日
、
４
月
１
日
現
在

の
年
齢
、
電
話
番
号
、
受
講
可
能
な

コ
ー
ス
番
号
す
べ
て
（
調
整
す
る
場

合
が
あ
る
た
め
）
を
記
入
し
、
郵
送

く
だ
さ
い
。

★
申
込
締
切 

７
月
27
日
（
火
）
ま
で

※
当
日
消
印
有
効

★
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
健
康
プ
ラ
ザ 

介
護
予
防
推
進
本
部

〒
３
１
０
-０
８
５
２

水
戸
市
笠
原
町
９
９
３
-２

☎
０
２
９
・
２
４
３
・
４
２
１
７

開　　催　　日

9/13,16,27,30・10/4,7,12,14

9/14,17,21,24,28・10/1,5,8

10/13,19,26,29・11/2,5,9,12

10/18,25,28・11/1,4,8,11,15

11/16,19,26,30・12/3,7,10,14

11/18,22,25,29・12/2,6,9,13

コース

74

75

76

77

78

79

平成 22年度下期受講者募集
シルバーリハビリ体操
指導士３級養成講習会
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保
険
料
の
納
め
方
は
、
受
給
し
て

い
る
年
金
の
額
な
ど
に
よ
っ
て
、
年

金
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
る
特
別
徴
収

と
、
納
入
通
知
書
で
納
め
る
普
通
徴

収
の
２
通
り
に
分
か
れ
ま
す
。　

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
の
う
ち
、
特
別
徴
収
の
人
に
は
８

月
中
旬
に
、
普
通
徴
収
の
人
に
は
７

月
中
旬
に
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。

　

普
通
徴
収
に
該
当
す
る
の
は
、
次

の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
人
で
す
。

①
受
給
し
て
い
る
年
金
額
が
年
額

18
万
円
未
満
の
人

②
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
合
算
額
が
、
年
金
支
給
額

の
２
分
の
１
を
超
え
る
人

③
平
成
22
年
２
月
２
日
以
降
に
、
被

保
険
者
と
な
っ
た
人

④
平
成
21
年
10
月
以
降
、
特
別
徴
収

が
中
断
に
な
っ
て
い
る
人

⑤
「
保
険
料
の
口
座
振
替
に
よ
る
徴

収
方
法
変
更
申
請
書
」
を
提
出
し
た
人

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
が
、
医
療
機
関
に
支
払
う
自
己
負

担
の
割
合
（
１
割
・
３
割
）
は
、
毎

年
の
住
民
税
課
税
所
得
に
応
じ
て
見

直
し
さ
れ
ま
す
。

　

本
人
ま
た
は
同
じ
世
帯
の
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
の
住
民
税

課
税
所
得
が
、
１
４
５
万
円
未
満

の
場
合
は
１
割
負
担
、
１
人
で
も

１
４
５
万
円
以
上
の
人
が
い
る
場
合

は
３
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
世
帯
の
中
で
被
保
険
者

の
人
の
収
入
合
計
が
、
次
の
基
準
に

満
た
な
い
場
合
に
は
申
請
す
る
こ
と

に
よ
り
、
１
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

◆
世
帯
の
中
に
被
保
険
者
が
２
人
以

上
い
る
場
合
は
、
５
２
０
万
円
未
満

◆
世
帯
の
中
に
被
保
険
者
が
１
人
い

る
場
合
で
、

・
被
保
険
者
本
人
の
収
入
が
３
８
３
万

円
未
満

・
同
じ
世
帯
の
70
〜
74
歳
の
人
（
被

保
険
者
を
除
く
）
の
収
入
を
含
め
た

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
で
、
世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非
課

税
の
場
合
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
の
申
請
を
す
る
と
、

自
己
負
担
限
度
額
と
入
院
時
食
事
療

養
費
・
居
住
費
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
減
額
認
定
証
が
現
在
発

行
さ
れ
て
い
る
人
で
、
平
成
21
年
中

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を

　
　
　
　

  

　送
付
し
ま
す

８
月
に
負
担
割
合
を

　
　
　
　
　見
直
し
ま
す

医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
と

入
院
時
の
食
費
・
居
住
費
が
軽
減

後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度
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※
10
月
か
ら
特
別
徴
収
予
定
の
人

・
③
に
該
当
す
る
人
の
う
ち
、
２

月
２
日
か
ら
４
月
１
日
ま
で
に
被

保
険
者
に
な
っ
た
人

・
④
に
該
当
す
る
人

　認知症の人の介護は、症状を理解し、その人に
あった対応をすることが大切です。認知症への理
解を深め、実際の介護や将来に役立ててみません
か？
　現在介護している人、ボランティアとして活動
したい人など、認知症の介護に関心のある人は、
ぜひ参加ください。

の
所
得
が
住
民
税
非
課
税
と
な
っ
て

い
る
世
帯
の
被
保
険
者
の
人
は
、
新

た
に
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

７
月
中
旬
に
保
険
証
と
一
緒
に
送
付

し
ま
す
。

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

事
業
課

水
戸
市
赤
塚
１
-１ 

ミ
オ
ス
１
階　

☎
０
２
９
・
３
０
９
・
１
２
１
３　

市
役
所 

保
険
年
金
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
４
）

八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
３
）

合
計
が
５
２
０
万
円
未
満

　

該
当
す
る
人
に
は
、
６
月
下
旬
に

案
内
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●日時／

●場所／
●講師／

●募集人員／
●受講料／
●申込方法／

●申込締切／
●申し込み／
問い合わせ　

7 月 17 日（土）
午後 6時 30分～ 8時
ふれあいの里石岡 ひまわりの館
鈴木 せん氏（厚生労働省 認知症
介護指導者研修修了者、石岡市医
師会病院 統括看護部長）
20名
500 円
電話で申し込みください。
※定員になり次第締め切り
7月 14日（水）
地域包括支援センター
☎ 35-1127

認知症介護研修会・
サポーター養成講習会

7月

17日

広報いしおか　№１１４　６



⌇
募
集
内
容

　

オ
ア
シ
ス
に
関
す
る
小
さ
な
親
切

運
動
な
ど
を
含
め
た
体
験
事
例
・
意

見
・
提
言
の
「
作
文
」・「
標
語
」

⌇
応
募
方
法

①
作
文

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
（
縦
書
き
）

３
枚
以
内

②
標
語

様
式
自
由
（
ハ
ガ
キ
可
）

③
作
品
に
住
所･

氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
年
齢･

電
話
番
号
を
記
入

④
持
参
ま
た
は
、
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
電
子
メ
ー
ル

※ 

児
童･

生
徒
は
学
校
へ
提
出

⌇
応
募
対
象
者

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学
す

る
人 平

成
22
年
度

　「オ
ア
シ
ス
運
動
」　地

域
の
誰
も
が
声
を
掛
け
合
い
、

よ
り
明
る
く
和
や
か
な
潤
い
の
あ
る

家
庭
や
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
市
で
は
「
オ
ア
シ
ス
運
動
」
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　本
年
度
も
こ
の
運
動
を
さ
ら
に
推

進
し
て
い
く
た
め
、実
践
事
例
の「
作

文
」・「
標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。

⌇
応
募
先

〒
３
１
５
-０
１
９
５　

柿
岡
５
６
８
０
-１

生
涯
学
習
課

☎ 

４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
２
３
８
）

℻   

４
３
・１
１
１
７　
　
　
　
　
　
　

 

　

 shougai@city.ishioka.lg.jp

⌇
締
切
日

９
月
28
日
（
火
）
必
着

⌇
作
品
の
表
彰

平
成
23
年
２
月
に
表
彰
し
ま
す
。

入
賞
者
に
は
賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

⌇
そ
の
他　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

②
入
賞
作
品
は
市
に
帰
属
し
、
加
除

訂
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
了
承
願
い
ま
す
。

③
入
賞
作
品
は
、
市
の
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

平
成22

年
度

「
オ
ア
シ
ス
運
動
」

　地
域
の
誰
も
が
声
を
掛
け
合
い
、

　地
域
の
誰
も
が
声
を
掛
け
合
い
、

「
作
文
」・「
標
語
」
を
募
集
し
ま
す

最優秀賞

荻
沼 

郁
菜

三
村
小　

 

６
年

優秀賞

高
桑 

花
奈

園
部
小　

 

２
年

関 

俊
太

小
桜
小　

 

６
年

小
野
原 

悠
太

柿
岡
中　

 

３
年

鷹
羽 

菜
々
美

八
郷
南
中 

３
年

優良賞

小
林 

明
日
香

石
岡
小　

 

３
年

春
原 

光
希

府
中
小　

 

５
年

大
塚 

滉
士

高
浜
小　

 

４
年

川
村 

こ
の
み

東
小　
　

 

５
年

飯
田 

妃
奈

関
川
小　

 

４
年

戸
塚 

恵
莉
奈

北
小　
　

 

６
年

正
木 

和
樹

南
小　
　

 

６
年

長
谷
川 

雅
人

東
成
井
小 

５
年

比
氣 

理
佐
子

瓦
会
小　

 

５
年

中
田 

友
香

林
小　
　

 

５
年

刈
部 

あ
り
す

恋
瀬
小　

 

２
年

飯
塚 

直
希

葦
穂
小　

 

４
年

竹
川 

竜
生

吉
生
小　

 

３
年

荒
井 

佑
太

柿
岡
小　

 

４
年

田
中 

綾
香

小
幡
小　

 

５
年

宮
内 
す
み
れ

石
岡
中　

 

２
年

永
嶋 
玲
香

府
中
中　

 

３
年

星
野 

裕
哉

城
南
中　

 

３
年

真
家 

侑
華

国
府
中　

 

１
年

蟹
谷 

茉
子

園
部
中　

 

１
年

渡
邊 

涼
子

有
明
中　

 
１
年

平
成
21
年
度  

作
文
の
部
入
賞
者

●
最
優
秀
賞
の
作
品
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
学
年
は
、
旧
学
年
（
平
成
21
年
度
）
で
掲
載
し
て
い

ま
す
。

【
敬
称
略
】

　

http://w
w
w.city.ishioka.lg.jp/

HP ●
「
標
語
」
の
入
賞
作
品
は
、随
時
紹
介
し
て
い
ま
す
。

オ　

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

ア　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

シ　

し
つ
れ
い
し
ま
す

ス　

す
み
ま
せ
ん

　犯罪や非行をする人がいない。あやまちから
の立ち直りを支えていける地域をつくる。その
ためには、一部の人たちだけでなく、地域すべ
ての人がそれぞれの立場で関わっていく必要が
あります。“社会を明るくする運動”は、今年
で 60回目を迎える全国的な運動です。犯罪や
非行のない地域社会を築くため、一人ひとりが
考え、参加するきっかけをつくることを目指し
ています。
　７月の強調月間には、関係機関・団体が石岡
駅前をはじめ、市内各所で啓発活動を行います。
　理解のうえ協力願います。

●問い合わせ　秘書広聴課
　　　　　　　☎ 23-1111（内線 210）

第60回

 

■ 

人
権
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト
⑭ 

■　【
外
国
人
の
人
権 

そ
の
２
】

真
の
国
際
化
を
め
ざ
し
て

　

在
日
外
国
人
の
生
活
保
障
に
関
す

る
動
き
も
活
発
化
し
、
例
え
ば
外
国

人
も
国
民
健
康
保
険
や
国
民
年
金
の

加
入
対
象
者
に
含
め
る
な
ど
の
措
置

が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
中
の
国
や
地
域
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
異
な
っ
た
文
化
・
宗
教
・
言
語

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
こ
う

し
た
違
い
が
原
因
で
、
国
際
的
対
立

や
地
域
紛
争
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
消
す
る

た
め
に
は
、
自
分
と
異
な
る
文
化
・

宗
教
・
言
語
な
ど
を
誰
も
が
寛
容
に

受
け
止
め
、
相
違
を
認
め
あ
う
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
人

権
を
普
遍
的
な
文
化
に
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
も
、
違
い

を
認
め
あ
う
寛
容
さ
を
持
っ
て
接
す

る
こ
と
が
、
人
権
を
日
本
に
定
着
さ

せ
る
第
一
歩
と
も
な
る
の
で
す
。

● 

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
３
１
）

平成21年度
作文の部最優秀賞
荻沼郁菜さん

“社会を明るくする運動”
～犯罪や非行を防止し、
　　立ち直りを支える地域のチカラ～

　７　 広報いしおか　№１１４


